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結果の概要
1．　栄養の摂取状況

　（1）全国平均1人1日当たり栄養摂取量

　昭和54年調査における国民の全国平均1人1日当たり栄養摂取量は表1のとおりである。年次推移で

みると全体的には横ばいの傾向にあるが，前年（53年）と比較した場合，脂肪を除くその他の栄養素は

わずかながらも減少している。

表1　栄養素摂取量の年次推移 （1人1日当たり）

昭和50年11月　　昭和51年11月　　昭和52年11月　　昭和53年11月　　昭和54年11月

エネルギー

たん白質

　うち動物性

脂肪

　うち動物性

炭水化物

カルシウム

　　鉄

ビタミン｛A　B1　B2　C

　一方昭和54年の栄養素摂取量を調査対象の平均栄養所要量に対する比率でみると図1のとおり，まず

エネルギーについては，どちらかといえば過剰に摂取していたものが改められて所要量に近づいてきて

いる傾向がみられる。

　なお，その他の栄養素については，カルシウム，ビタミンA，ビタミンB2が若干下回るものの，た

ん白質，鉄，ビタミンB、ビタミンCは所要量を充足している。

　次に個々の世帯別にエネルギー及びたん白質摂取量を成人男子1人1日当たり摂取量に換算して，そ

の分布をみると図2のとおりである。

　まず，エネルギーについては，所要量を20％も上回る3，000kcal以上摂取する世帯が25％もある反

面，2，000kcal未満の世帯が9．2％もみられる。

　また，たん白質については，所要量を大幅に上回る100g以上摂取している世帯が約18％もある一方

で，所要量にみたない摂取にとどまっている世帯が約21％もみられるなど，全国平均的にはほぼ所要量

を充足している国民の栄養状態も個々の世帯を単位としてみた場合には，いぜんとしてかなり格差のあ
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　　図1　栄養素摂取量と調査対象の平均栄養所要量の比較
　　　　　　　　（調査対象の平均栄養所要量＝100）

　　　昭和50年
　　　昭和52年
　　　昭和54年

エネルギー　たん白質　カルシウム　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

ることが明らかである。

　なお，年次推移でみた場合には，3，000kcal以上，たん白質100g以上と過剰に摂取する者の割合は

減少する傾向がみられる。

図2　成人男子1人1日当たり換算エネルギー及びたん白質摂取量分布（年次別）

　　　　　　　　　　エネルギー　たん白質

　昭和50年
　昭和52年
　昭和54年

　（2）栄養素の食品群別摂取構成

　次に主要栄養素であるエネルギー，たん白質，脂肪について食品群別にどのような比率で摂取してい

るかを年次推移でみると図3－1～3のとおりである。エネルギー，たん白質，脂肪ともに動物性食品

の占める割合が増加傾向を示してる。

　まず，エネルギーについては主食である米の摂取比率が減少傾向をたどっており，54年調査では36．1

％にまで低下を示している。一方，動物性食品の占める比率が高まる傾向がみられる。



（33）

　次にたん白質については，エネルギーと同様

に動物性食品の比率が増加傾向を示しており，

54年調査ではたん白質摂取量に占める動物性た

ん白質の比率は50．2％とはじめて50％を上回る

結果となっている。

　また，脂肪の摂取量についても動物性食品の

摂取比率が植物油の摂取比率の伸びを上回る増

加傾向を示しており，54年調査では52．4％とな

っている。

昭和34年

昭和44年

昭和54年

図3－1　エネルギーの食品群別摂取構成

米 小麦・その他穀類 油脂 豆類 動物性食品 その他の食品

昭和34年

昭和44年

図3－2　たん白質の食品群別摂取構成

米　小麦・その他穀類　豆類　動物性食品　その他の食品

昭和34年

昭和44年

　図3－3　脂肪の食品群別摂取構成

　　　植物性食品　　　　　　　　動物性食品

（植物紬）　（豆類・その他の食品）

昭和54年 昭和54年

　2．　食品の摂取状況

　昭和54年調査における国民の全国平均1人1日当たり食品群別摂取量は表2のとおりである。前年に

比べて小麦類，豆類，肉類，乳・乳製品はわずかながら増加しているが，米，緑黄色野菜，果実類は減

少を示した。

　各食品群について，年次推移をみると図4のとおり，穀類では小麦類はわずかながらも増加傾向にあ

るが，米はいぜん減少傾向がつづいている。次にその他の野菜，豆類，魚介類及び卵類は横ばいである

が，肉類と乳・乳製品はわずかながらも増加傾向にある。
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図4　食品群別摂取量の年次推移（1人1日当たり）

米

その他の野菜

果実

調味嗜好飲料
乳・乳製品

小麦類

魚介類

肉類

豆類
いも類

緑黄色野菜

卵類

油脂類

海草類

昭和50年 51年　　52年　　53年　　54年

表2　食品群別摂取量の年次推移　　（全国平均1人1日当たり：g）

食品群別　　　年次　　　昭和50年11月　　昭和51年11月 昭和52年11月　　昭和53年11月　　昭和54年11月

穀類｛米類　小麦類

いも類

油脂類

豆類

緑黄色野菜

その他の野菜

果実類

海草類

調味嗜好飲料

魚介類

肉類

卵類

乳・乳製品
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3．　世帯業態別にみた食生活

　（1）　栄養素の摂取状況

　昭和54年調査における世帯業態別の栄養摂取量は表3のとおりである。

　農家世帯は非農家世帯に比べて，動物性たん白質，脂肪，ビタミンA等の摂取量が下回るものの年次

推移をみた場合には，格差は年々縮少する傾向がみられる。

　なお，各業態別にそれぞれの平均栄養所要量に対する充足状況についてみると，常用勤労者世帯がカ

ルシウムとビタミンAを除いて，その他の栄養素は所要量を充足して最も上位の水準にあり，自営業世

帯がこれに次いでいる。

表3　栄養素等摂取量（全国，世帯業態別） （1人1日当たり）

全　国
農　家　世　帯 非農家世帯

平均 専業世帯 その他の世帯 平均 自営業者世帯 常用勤労者世帯 日雇労働者世帯 その他の消費者世帯

調査世帯数

エネルギー

たん白質
　　うち動物性

脂肪
　　うち動物性

炭水化物

カルシウム

　　鉄

ビタミン｛A　B1　B2　C

穀類エネルギー比

動物性たん白質比

図5　昭和54年における農家世帯と非農家世帯の栄養摂取状況比較（非農家世帯＝100）

エネルギー たん白質 動物性たん白質 脂肪 炭水化物 カルシウム 鉄 ビタミンA ビタミンB1 ビタミンB2 ビタミンC
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　（2）食品群別摂取量

　食品群別摂取量を農家世帯と非農家世帯の別に比較してみると，図6のとおりである。農家世帯は非

農家世帯に比べて，米，いも，豆類などは多いが，油脂類，肉類，牛乳・乳製品の摂取量はかなり下回

っている。

図6　　昭和54年における農家世帯と非農家世帯の栄養摂取状況比較（非農家世帯＝100）

米類 小麦類 その他の穀類 いも類 砂糖類 菓子類 油脂類 豆類 果物 緑黄色野菜 その他の野菜 海草 調味嗜好飲料

魚介類 肉類 卵類 牛乳 乳製品 加工食品

4．　食塩の摂取状況

　近年，食塩のとりすぎが高血圧及び心疾患などの循環器疾患に対して，悪影響を及ぼす一要因となる

ことが明らかにされてきたこともあり，「昭和54年改定日本人の栄養所要量」では15歳以上の男女につ

いて食塩1日10g以下を望ましいとする適正摂取量が示されたところである。

　一方，日本人の食生活は食塩をとりすぎているといわれているものの，現在の食生活において実際に

どれくらい摂取しているのか，その実態については必ずしも明らかではなかった。

　このため昭和54年調査ではじめて食塩摂取量について分析を行った結果，次の成績が得られた。

　　　　　　　－－－全国平均1人1日当たり食塩摂取量は13．1gである－－－

　昭和54年調査における国民の全国平均1人1日当たり食塩摂取量は13．1gである。日本人の栄養所要

量で示されている1日10g以下が望ましいとする値よりも3．1gとりすぎていることになる。

　なお，年次推移についてみると図7のとおりで，食塩の摂取量は漸減の傾向にあり，昭和47年の摂取

量に比べて54年の摂取量は10％の減少となっている。



図7　1人1日当たり食塩摂取量の年次推移（全国平均）

食塩量

昭和47年　　48年　　49年　　50年　　51年　　52年　　53年　　54年
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　－－－世帯業態別では専業農家世帯の

摂取量がいちばん多い－－－

　次に世帯業態別に摂取量を比較すると図8の

とおりである。

　専業農家世帯は1日当たり16．5gで最も多く，

反対に最も低いのは常用勤労者世帯の12．4gで

ある。

食塩量

図8　世帯業態別1人1日当たり食塩摂取量

全国　農家平均　非農家平均　専業農家　自営業　常用勤労者

－－－地域別では関東Ⅱプロック（茨城，栃木，群馬，山梨，長野）が最も、

多く，近畿Ⅰブロック（京都，大阪，兵庫）が最も少ない－－－

　地域ブロック別に食塩の摂取量をみると図9のとおりである。

食塩摂取量が最も多いのは関東Ⅱブロック（茨城，栃木，群馬，山梨，長野）であり，1日当たり摂

取量は15．8gである．次いで，東北，南九州，北海道，北陸の順に多く，いずれも全国平均を上回って

摂取している。

　一方，摂取量が最も少ないのは，近畿Ⅰブロック（京都，大阪，兵庫）の11．1gであり，全国平均に

比べて2g下回っている。
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図9　地域ブロック別1人1日当たり食塩摂取量

食塩量

北海道 東北 関東Ⅰ 関東Ⅱ 北陸 東海 近畿Ⅰ 近畿Ⅱ 中国 四国 北九州 南九州

5．欠食の状況

（1）　3日間の調査期間中に1回以上欠食した者は，朝食では男11．5％，女9．1％，昼食では男3．8％，

女4．1％，また，夕食では男2．4％，女1．5％となっている（表4）。

表4　欠食状況（年次別） （％）

男

昭和50年　51年

総数

朝　3日間の欠食回数｛なし　あり　1回　2回　3回

52年　53年　54年

女

54年昭和50年　51年　52年　53年

総数

昼　3日間の欠食回数｛なし　あり　1回　2回　3回

総数

夕　3日間の欠食回数｛なし　あり　1回　2回　3回

（2）欠食の多い朝食について年代別にみると，表5のとおりである。男女とも20歳代に多く，3日間

とも欠食した者が男12．3％，女7．5％となっている。



表5　　朝食の欠食状況（性，年齢階級別）
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　（％）

15～19歳 20～29歳　 30～39歳 40～49歳 50～59歳　　60歳以上

女男　　女 男 女 男　　女 男 女 男　　女　　男

総数

3日間の

欠食回数

なし

あり

　　1回

　　2回

　　3回

6．外食の状況

（1）　3日問の調査期間中における外食の状況は表6とおりである。男女とも昼の外食が多く，3日間

とも昼食を外食した者は男38．7％，女22．1％となっている。

（2）昼食の外食内容について性別，年齢階級別にみると表7のとおりである。

　　　　　　　　　表6　外食状況（年次別）　　　　　　　　　　　　　（％）

男 女

昭和50年　51年　52年

　　総数

朝　3日間の外食回数｛なし　あり　1回　2回　3回

　　総数

昼　3日間の外食回数｛なし　あり　1回　2回　3回

53年　54年　昭和50年　51年　52年　53年　54年

　　総数

夕　3日間の外食回数｛なし　あり　1回　2回　3回
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表7　　昼食の外食内容（性，年齢階級別） （％）

総数　　　　そば，うどん類　　　パン類　　　　　和食　　　　　洋食

男

女

15～19歳

20～29

30～39

40～49

50～59

60歳以上

15～19歳

20～29

30～39

40～49

50～59

60歳以上

7．　肥満

　皮下脂肪厚（上腕背部＋肩甲骨下部）の測定結果による肥満者（男40mm以上，女50mm以上）の状況は

表8のとおりである。

　前年（53年）は，52年に比べて，各年代とも減少がみられたところであるが，本年は15～19歳は男女

とも前年にひきつづきわずかながら減少を示したが，前年比較的大幅な減少を示した男の30～39歳は若

干増え，女はほぼ横ばいである。

　また，40～49歳，50～59歳については，男はほとんど変わらず，女は若干増えている。

表8　肥満者の年次推移（皮下脂肪厚：男40mm以上，女50mm以上） （％）

15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

　　昭和50年

　　　　51年

男　　　52年

　　　　53年

　　　　54年

昭和50年

51年

女 52年

53年

54年

　また，昭和54年調査において，肥満に関するアンケート調査を行ったところ，まず，食事の量との関

連については図10のとおりふだんの食事量について，自分は多食の方であると回答した者は少食である

と回答した者に比べて，皮下脂肪厚は厚いという結果が示されている。

　次に運動との関連については，図11のとおりふだん運動不足であると回答している者は運動不足でな

いと回答している者に比ぺて皮下脂肪厚は厚いという結果が示されている。



　　図10

皮下脂肪厚
　（mm）

男 女

食事量（意識）と皮下脂肪厚

運動不足だと思う　運動不足だと思わない

運動不足だと思う　運動不足だと思わない

なお，欠食をしがちなものは，そのかわりに

1回に食べる量が多いので肥満になりやすいと

いわれているところであるが，今回の調査で3

日間の調査期間中における欠食の有無と皮下脂

肪厚の関連についてみると図12のとおり，男女

ともに「欠食ありの者」は「欠食なしの者」に

比べて皮下脂肪厚の数値は大きいという結果が

示されている。

8．　血圧の状況

　血圧の測定結果についてみると表9のとおり

である。なお，ここでいう低血圧，正常血圧な

どの基準は次のとおりである。①低血圧は最高

血圧90mmHg未満の者，②正常は最高血圧90～

140mmHg未満でかつ最低血圧が90mmHg未満

の者，③境界域は最高血圧140～160mmHg未満の者及び最低血圧が90～95mmHg未満で高血圧に含

まれない者，④高血圧は最高血圧160mmHg以上または最低血圧95mmHg以上の者。

皮下脂肪厚
　（mm）

皮下脂肪厚

（mm）

　　　　　　　　　　　　　　（41）

図11　運動（意識）と皮下脂肪厚

　　男

　　女

多食の方である　比較的多食である　ふつうである

比較的少食である　少食の方である

図12　欠食の有無と皮下脂肪厚

欠食あリ

欠食なし

　　　　女

　　　　男

15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳
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表9　血圧の状況（性，年齢階級別） （％）

年齢　　　　　　　総数（実数，人）　低血圧　　　　　正常　　　　　境界域　　　　高血圧

男

女

15～19歳

20～24

25～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70歳以上

15～19歳

20～24

25～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70歳以上
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